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１．研究計画の概要 
小・中学校理科の地層観察については，多

くの学校で実施できない状況にある。本研究
では，地層観察が実施できるようにするため
の方策を明らかにすることを目的とする。具
体的には，実施するための条件と，学校に対
する研究者などのよりよい支援方法を明ら
かにしていく。 

 
(1)条件の解明 
 小・中学校理科において，地層観察の実施
ができる条件を明らかにする。 
 
(2)よりよい支援方法の提案 
 研究者や学会組織による学校現場への働
きかけについて，現在の課題や，効果的な支
援方法について明らかにする。また，小学校
に派遣される教員以外の授業補助者が地層
観察の支援を行う際の課題や，効果的な支援
方法について明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 現在，研究計画の第３年目を終え，小・中
学校における地層観察の実例について，学校
ごとの事情も含めて教員からの聞き取り調
査を行った。その結果，中学校を中心として
地層観察を実施していない学校が多かった。
それらの学校の教員からは，進学に関する事
情や，地域の事情，生徒の状況に関する事情
など多くの実施できない事情を聞き取るこ
とが出来たが，教材に対する考え方などいく
つかの疑問点もうまれている。これらの点は，
助言指導を受けている国立教育政策研究所
の研究官の方々とも協議し，教員の地学教材
の特殊性に対する理解の不足が原因である
ことを推測した。また，研究開始後に研究代

表者自身が中学校理科第２分野，高等学校理
科地学担当の（非常勤）教科調査官に任命さ
れ，教育行政の立場からの考察も行っている。 
 研究者に対する聞き取りでは，教員養成系
大学・学部の教員を中心に進め，普及に関す
るいくつかの取り組みを行っているものの，
十分ではないと考えている教員が多い。一方
で，現在の小学校教員養成の仕組みに対して
疑問を持っている教員も多く，そちらの方面
からの検討を望む声が多かった。 
 小・中学校の教員が，研究者に望む支援に
ついては，大きく異なることも明らかになっ
た。地層が観察できる場所そのものがわから
ないといった初歩的なレベルから，地層形成
の過程や堆積構造の解釈などの学問的なレ
ベルのものまで様々である。地質学の普及を
行いたいと考える研究者にとって，その期待
を裏切るような支援の依頼まであり，教員側
と研究者側のミスマッチが起きていること
もわかってきた。 
 その他では，地層観察と同様に，流れる水
のはたらきの野外観察についても，小学校の
教員から支援が望まれていることが，聞き取
り調査の中でわかった。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に親展している。 
 （理由） 
 ３年目においては，年度末に発生した東北
地方太平洋沖地震により，予定していた現地
調査がいくつかできなくなった。この点を除
いては，研究に必要な情報の収集については，
ほぼ順調に行うことができている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究は４年計画で予定されており，残り
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の期間は１年となった。研究計画の時点では，
郵送などの方法で，研究代表者がアンケート
調査を実施する予定であった。しかし，非常
勤の教科調査官としての教育行政の立場か
ら，各都道府県の地層観察の実施状況につい
て状況を知ることはできるので，研究費の有
効利用の観点からもアンケート調査は実施
しない。その分，書面では伝わらない本音の
部分を，聞き取り調査によって調べていく。 
 また，研究対象地域における地質情報の提
供についても，研究代表者が実施する予定で
あったが，この期間内に地域の研究者等が普
及を進めているので，二重の情報提供になる
ことを避けるためにも実施していない。聞き
取り調査の中で，地域の研究者の情報が，ど
のように伝わっているか分析を行っていく。 
 同じ地学領域の流れる水のはたらきの野
外観察についても，地層の野外観察と同じよ
うな課題があるため，比較のため，分析を行
っていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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